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安定な同位体が放射線を浴びることにより放射性同位体に変わる放射化は，各分野において重

要である。天文分野においては，衛星軌道上の検出器を構成する元素が宇宙線により放射化する

ことでバックグラウンドの増大が問題となる。一方で，放射化に伴う即発ガンマ線や励起した同

位体が放射する特性 X線・核ガンマ線のエネルギーは核種によって異なるため，放射化は様々な

分野で利用されている。中性子や荷電粒子を人工的に照射して試料を放射化することで元素の同

定や分析を行う放射化分析法は，宇宙科学や材料科学において不可欠な技術である。一般に，放

射化分析では元素の組成を同定できることはできるが，分布情報を得ることは不可能である。 

そこで本研究では，放射化した元素が放射するＸ線・ガンマ線を可視化することによる新たな

応用を目指し，放射化した貴金属のイメージング実証実験を行ったので報告する。金，銀，銅，

白金，ビスマスの各金属板に陽子線および熱中性子線をそれぞれ照射して放射化し計測を行った。

放射化した各金属板について，HP-Ge 検出器でスペクトルを取得し，先の学術講演会で報告した

ハイブリッド・コンプトンカメラ(HCC)を用いてイメージングを試みた。HCC により取得したス

ペクトルとイメージング画像を Fig. 1 にまとめる。また，放射化イメージングの応用として金属

ナノ粒子の放射化によるドラッグデリバリ―システムの可視化についても議論する。 

 

(a) neutron 

Fig.1 (a) Spectra and Compton reconstructed image of gold radiated by neutron irradiation obtained hybrid 

Compton camera. (b) Summary of spectra and pinhole/Compton reconstructed images of metals radiated by 

proton irradiation 
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